
消 防 だ よ り

平成29年８月出動件数

（平成29年８月31日現在）

消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

火災・救急・救助は

【上島町消防署】☎77-4118

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H29累計
火災 ０ ０ ０ ０ ０ ３
救急 21 ８ 10 ４ 43 317

生名 蛙 石山 救 急 訓 練
10月25日（水）9 時～12 

時（予備日10月31日）まで生
名蛙石山と生名立石港多目的
広場で、上島町消防署と愛媛

く
ん
煙
材
を
使
用
す
る
際
は

消
防
署
に
届
け
出
ま
し
ょ
う

家
庭
用
殺
虫
剤
の
く
ん
煙
剤
（
バ
ル
サ
ン
や

ア
ー
ス
レ
ッ
ド
等
）に
は
煙
や
蒸
気
を
発
生
さ

せ
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
、
使
用
時
に
近
隣

の
方
が
煙
を
み
て
火
事
と
間
違
っ
て
消
防
署
へ

通
報
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
や
ガ
ス
検
知
器
が
作
動
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
際
は
以

下
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
た
き
火
な
ど
を
行
う
場
合
と
同
様
に
、『
火

災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
』
を
消
防
署

に
届
け
出
る
。

●
玄
関
等
に「
○
○
剤
使
用
中
」な
ど
の
貼
り

紙
を
し
て
、
ご
近
所
に
分
か
る
よ
う
に
し
て

お
く
。

●
取
扱
説
明
書
に
書
か
れ
て
い
る
対
処
方
法

を
行
い
、
使
用
後
は
必
ず
元
の
状
態
に
戻
す
。

ソラマメの栽培
ソラマメは、比較的手間がかからず初心者でも育てやすい人気の野菜。今回は、春に収穫する豆類の代表でもあるソラマメの栽培ポイントについて解説します。

しまなみ
農業だより

種
が
腐
り
や
す
い
の
で
、直

ま
き
よ
り
も
苗
を
植
え
る
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
小
さ
い
ビ

ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
１
鉢
に
１
粒
お

は
ぐ
ろ
を
下
に
し
て
、１
／
４

を
表
面
に
出
し
て
種
を
ま
き

ま
す(

図
１
参
照)

。

育
苗

図１ ソラマメの播種

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

県防災航空隊との合同訓練を行います。
今回の訓練で、ヘリコプターによる騒音
など周辺地区住民の皆さまにはご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願い
いたします。

●消火栓から５メートル以内
●防火水槽の蓋から５メートル以内
●消防団の車庫から５メートル以内
●ホース格納箱から５メートル以内

作　型 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

ソラマメ（移植） 　■■ 　　● ▲

（●種まき、▲定植、■収穫）

●
豆
類
は
、
同
一
場
所
で

連
作
す
る
と
生
育
が
悪
く

な
る（
い
や
地
）
た
め
避

け
ま
す
。

●
乾
燥
、
過
湿
を
嫌
い
、

良
く
肥
え
た
土
壌
を
好
み

ま
す
。

●
酸
性
土
壌
を
嫌
う
の

で
、
苦
土
石
灰
等
を
ま
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ソ
ラ
マ
メ
の
秋
ま
き
栽

培
は
春
先
の
晩
霜
に
よ
り

作
柄
が
左
右
さ
れ
る
の
で
、

栽
培
す
る
場
所
や
種
ま
き

時
期
を
早
め
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

種
ま
き
の
２
週
間
前
に
10

㎡
あ
た
り
苦
土
石
灰
１
㎏
、

堆
肥
10
㎏
を
ま
い
て
耕
う
ん

し
ま
す
。

そ
の
１
週
間
後
に
10
㎡
あ

た
り
高
度
化
成
肥
料
５
０
０

施
肥
、
定
植

さ
や
が
下
に
垂
れ
下
が
り
、

さ
や
を
縦
に
つ
ま
ん
で
硬
く

な
っ
た
ら
収
穫
し
ま
す
。

収
穫

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
褐
色
斑
点

病
の
被
害
の
発
生
が
多
い
の

で
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

薬
剤
は
指
導
機
関
の
指
導
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

ｇ
を
ま
い
て
耕
う
ん
後
、う
ね

を
作
り
ま
す
。

本
葉
が
５
枚
程
度
の
時
期

に
苗
の
先
端
を
摘
心
し
、
株

元
か
ら
出
て
く
る
強
い
芽
を

１
株
に
６
か
ら
８
本
残
し
て

他
は
取
り
除
き
ま
す
。
茎
の

長
さ
が
30㎝
に
な
っ
た
こ
ろ
株

が
開
く
よ
う
に
中
心
に
土
を

載
せ
て
株
を
開
か
せ
、
花
に

光
が
十
分
当
た
る
よ
う
に
し

ま
す
。

茎
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
う

ね
の
両
端
に
支
柱
を
立
て
ひ

も
を
張
り
ま
し
ょ
う
。

茎
が
の
び
て
き
た
ら
、
高

さ
70㎝
ぐ
ら
い
で
摘
芯
し
ま
す

（
図
２
参
照
）。

図２ ソラマメの誘引方法（茎を３本ずつ両側へ誘引）

高さ70cmで摘心

ひも

茎６〜８本支柱

おはぐろを下に

消防用防火水槽

５m
５m

消火栓

道
路

駐 車 禁 止 区 域

町
内
に
は
、
消
火
活
動

に
使
用
す
る
「
消
火
栓
」

や
「
防
火
水
槽
」
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
消
火
活
動
に
必
要
な

水
を
消
防
隊
に
供
給
す
る

大
事
な
設
備
で
、
そ
の
付

近
へ
の
車
両
の
駐
車
は
消

火
活
動
の
障
害
と
な
り
ま

す
。
一
刻
を
争
う
消
防
活

動
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
消
防
水
利
等
の
周

辺
へ
は
、
道
路
交
通
法
で

駐
車
禁
止
区
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

防火水槽のふた

消火栓

ホース格納箱
消防ホース等を収納

発
芽
後
、
本
葉
が
２
枚
ぐ

ら
い
に
な
っ
た
ら
、
う
ね
幅

１
８
０㎝
、
株
間
60㎝
の
間
隔

に
植
え
付
け
ま
す
。
う
ね
に

シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
す
る
こ
と
で

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
肥
は
３
月
上
中
旬
に
、

さ
や
を
確
認
し
て
化
成
肥
料

を
少
量
株
の
外
側
に
ま
き
ま

す
。

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究

所
お
よ
び
果
樹
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
試
験
・

研
究
成
果
の
発
表
、
施

設
や
研
究
ほ
場
の
公
開

に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
程　

10
月
13
日

（
金
）
８
時
30
分
～
16

時
／
14
日（
土
）
８
時

30
分
～
15
時

●
会
場　
農
林
水
産
研

究
所（
松
山
市
上
難
波

甲
３
１
１
）
／
果
樹
研

究
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市

下
伊
台
町
１
６
１
８
）

●
問
い
合
わ
せ　
農
林

水
産
研
究
所
☎
０
８
９

ー
９
９
３
ー
２
０
２
０

／
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
ー
９
７
７
ー

２
１
０
０

農
林
水
産
参
観
デ
ー

茎が30cmの頃に、
土を混ぜて株を開かせる
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